
4 1の3

中
世
若
越
の
茶
園
と
茶

佐

藤

圭

は
じ
め
に

中
世
、
戦
国
期
の
茶
の
湯
と
い
え
ば
京
都
、
奈
良

や
堺
が
有
名
で
あ
る
が
、
地
方
社
会
に
お
け
る
茶
の

あ
り
方
も
も
っ
と
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
ひ
と
つ
の
前
提
と
な
る
の
が
茶
の
栽
培
や
茶
の

流
通
の
解
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
中
世
の
越
前
・

若
狭
地
域
の
茶
園
に
つ
い
て
史
料
に
基
づ
い
て
ま
と

め
、
あ
わ
せ
て
当
地
に
お
け
る
茶
の
流
通
に
つ
い
て

ふ
れ
た
い
。

37 

佐
藤

中
世
若
越
の
茶
園
と
茶

一
、
若
狭
明
通
寺
の
茶
園

あ代 O
伊 了 安 午 塔 浄 橋 極 藤日円 1 1川♀るTの)小
勢 善 楽 玉 本 光 本 楽 本 輪 蔵 1 11 1忠 0，"，-地の浜
公 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 坊 川 11δ 方 茶 市

以瓦主義暴言言説首長(芸事量 IIU 寺園の
一 三 半 一二一同喜三抹二半三 1 1 院の明

六会 栴竺消 竺U の文通
査三十 - g~ - 茶書寺
号11二 倍 園がに
年jJ袋 者 史ーは
ん立欺 2 料点応
与F 兵少 梅金 山日 浄大 善 行岩二 ζ置 とあ永
よ書 部納本蔵本光識光住法本王士 しり二
分宅 公 言坊 坊坊 坊坊 坊坊坊坊坊主 て、十

め 四公三一一二一四半 五 -21 とそ七
分袋袋袋袋袋 袋袋袋「寸

iZる 一品二 三 三 三 半三三 1 1 てれ年
可へ 霊 会 合 会 会分 もは(
有余 分 一 一 一 一一 1 1 貴室ー
御、 II 
預 1 1 重町四
候 〕 で時二

出
茶
袋
数
事

大
坊
六
袋

桜
本
坊
一
一
袋

松
本
坊
品
川
八
袋

円
蔵
坊
九
袋

日
輪
坊
舟
九
袋

藤
本
坊
三
袋
半

(

抹

消

)

極
楽
坊
位
九
唯
一
転
一
「
寸
話
炉
大
光
坊
廿
袋

へ
ょ
せ
幌
問
、
如
此
に
て
候

橋
本
坊
一
袋
半

浄
光
坊
二
袋
三
分
二

塔
本
坊
一
袋

牛
玉
坊
三
袋
半

中
坊
主
一
袋
二
一
分
一

倉
本
坊
一
一
一
袋
三
分
二

二
王
坊
四
袋
三
分
二

岩
本
坊
主
ハ
袋

行
法
坊
五
袋
三
分
一

善
住
地
一
袋

浄
識
坊
四
袋

日
光
坊
十
二
袋
三
分
ニ

山
本
坊
七
袋
三
分
二

金
蔵
坊
四
袋

本
者
一
袋
に
て
侯
へ
共
、
極
楽
坊
の
一
袋
三

骨
一
ょ
せ
候
問
、
如
此
に
て
幌

安
楽
坊
廿
二
袋
梅
本
坊
一
蚕
三
分
二

了
善
坊
七
袋
三
分
ニ
少
納
言
公
六
袋
三
分
ニ

伊
勢
公
定
念
四
分
一
兵
部
公
定
尊
一
袋

以
上
二
百
五
十
四
袋
半
歎

位
四
十
ク
ロ
ヲ
一
袋
宛
配
分
、
是
者
本
園
ニ
新
園
ヲ

加
了

応
永
廿
七
年
卯
月
廿
八
日
和
町
ヲ
モ
加
了

年
行
事
頼
舜
(
花
押
)

朝
賢
(
花
押
)
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静
義
(
花
押
)

朝
尊
(
花
押
)

朝
賢
(
花
押
)

但
新
茶
園
帳
と
も
者
つ
い
て
置
了
柑
儲
加
了

但
四
十
く
ろ
に
て
一
袋
配
分

新
茶
園
袋
数
事

大
坊
五
袋
三
分
二
但
新
園
二
ケ
所
分
在
所
浦
沖
そ
か
谷

大
光
り
坊
十
二
袋
但
新
園
=
一
ケ
所
分
在
所
一
一
一
一
堂
土
フ
つ
や

二
王
坊
三
分
二
但
新
園
二
ケ
所
軒
町
か
谷

岩
本
坊
四
袋
三
分
二
但
新
圏
在
所
前
谷
是
ハ
岩
本
坊
本
ゑ
ん
の
上

中
坊
一
一
袋
但
新
圏
在
所
是
者
前
谷
、
中
坊
ゑ
ん
の
上

明
野
間
公
六
袋
但
新
園
在
所
轄
は
設
軽
三

伊
勢
公
定
念
四
分
一
在
所
拝
殿
む
か
へ

兵
部
公
一
袋
在
所
前
谷
松
本
坊
茶
ゑ
ん
の
上

了
普
坊
円
U
=
一
袋
四
骨
一
在
所
前
谷
安
楽
坊
茶
ゑ
ん
の
上

善
住
坊
-
一
袋
、
但
八
十
く
ろ

以
上
品
川
七
袋
半

応
永
廿
七
年
卯
月
廿
八
日
年
行
事
頼
舜
(
花
押
)

頼
賢
(
花
押
)
朝
尊
(
花
押
)
静
一
義
(
花
押
)
朝

賢
(
花
押
)

こ
の
文
書
は
明
通
寺
が
寺
内
の
二
十
五
坊
及
ぴ
少

納
言
公
な
ど
公
名
で
呼
ば
れ
る
三
名
計
二
十
八
人
の

坊
主
か
ら
徴
集
す
る
茶
の
袋
数
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
算
定
の
方
法
は
「
四
十
く
ろ
」
と
い
う
単

位
か
ら
一
袋
産
出
さ
れ
る
と
見
積
っ
て
各
坊
の
出
茶

袋
数
の
合
計
の
五
分
一
か
ら
四
分
一
程
度
を
徴
収
す

る
も
の
で
あ
る
。
「
此
日
記
に
て
め
さ
る
へ
く
候
、

あ
ま
り
候
ハ
ん
と
す
る
分
ハ
年
行
事
可
有
御
預
候
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
各
坊
か
ら
決
め
ら
れ
た
量
の

茶
を
寺
家
に
出
し
、
余
っ
た
茶
は
と
り
あ
え
ず
年
行

事
が
預
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
各
坊
か
ら
徴

収
さ
れ
た
計
六
十
二
袋
の
茶
を
具
体
的
に
何
に
使
う

の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
仏
前
に
供
え
る
な
ど
仏

物
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

残
り
の
分
は
各
坊
主
の
も
の
に
な
る
も
の
と
想
像
さ

れ
る
。こ

の
文
書
を
み
て
興
味
深
い
の
は
こ
の
こ
ろ
新
茶

園
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
茶
園
の
注
記

か
ら
み
て
そ
の
場
所
は
も
と
の
茶
園
の
上
な
ど
に
拡

張
し
た
も
の
が
多
い
。
明
通
寺
の
各
坊
の
位
置
に
つ

い
て
は
「
桐
山
光
明
通
寺
之
景
L

(

『
若
越
宝
鑑
L

所
収
)
に
図
示
さ
れ
て
い
る
跡
地
を
参
照
す
る
と
庫

裏
・
客
殿
・
本
堂
な
ど
を
と
り
囲
む
よ
う
に
し
て
寺

内
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
茶
園
は
各
坊

地
の
中
や
近
く
に
設
け
ら
れ
た
小
規
模
な
寺
院
茶
園

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
こ
ろ
茶
が
足
ら
な
く
な
っ

た
ら
し
く
新
し
い
茶
園
が
数
ケ
所
作
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
明
通
寺
の
茶
園
が
何
時
創
始
さ
れ
た
の
か
知

ら
れ
な
い
が
、
ま
ず
確
実
に
十
四
世
紀
の
南
北
朝
期

に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
十
五
世
紀
に
入
り

寺
院
茶
の
需
要
が
増
し
、
新
茶
園
が
開
発
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
各
坊
の
茶
の
徴
収
割
当
に
変
化
が
生
じ
て

こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

ヲ
匂

明
通
寺
は
当
時
天
台
末
の
顕
密
寺
院
で
あ
り
、
室

町
幕
府
に
保
護
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
な
ど
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
地
方
寺
院
に
ま
で
茶
園
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
当
時
の
寺
院
社
会
一
般
に
お
け
る
広
い

茶
の
受
容
を
物
語
っ
て
い
る
。

ニ
、
他
の
寺
院
茶
園

若
狭
・
越
前
の
戦
国
期
の
古
文
書
に
は
そ
の
他
の

寺
院
の
茶
園
の
こ
と
が
散
見
す
る
。
若
狭
で
は
小
浜

市
青
井
の
時
宗
寺
院
西
福
寺
に
茶
園
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
織
豊
期
に
降
る
史
料
で
あ
る
が
、
領
主

一
族
の
浅
野
次
吉
が
西
福
寺
の
屋
敷
の
竹
木
伐
採
を

停
止
し
か
つ
ま
た
樹
木
、
茶
園
等
を
安
堵
し
て
い
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ヲ

hv
。越

前
に
移
る
と
、
ま
ず
敦
賀
の
浄
土
宗
寺
院
善
妙

寺
で
は
「
前
崎
か
は
な
」
と
い
う
場
所
に
常
住
分

(
寺
家
)
の
茶
園
と
善
妙
寺
の
寮
舎
成
就
院
領
の
茶

園
畠
が
あ
っ
た
こ
と
が
永
禄
元
年
(
一
五
五
八
)
六

月
の
寺
領
目
録
に
み
え
る

ι

そ
し
て
こ
の
成
就
院
領

の
茶
園
は
安
養
新

γ
い
う
寺
の
茶
園
と
隣
り
合
つ
て

い
た
。
こ
の
「
前
崎
か
は
な
」
の
地
は
大
体
現
在
の

敦
賀
市
舞
崎
町
の
天
筒
山
か
ら
南
に
延
ぴ
る
尾
根
の

先
端
部
に
比
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
そ
の
南
側
の
日
当

た
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
善
妙
寺
や
安
養
寺
の
茶
園
が

設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

丹
生
郡
の
越
知
山
大
谷
寺
で
は
福
泉
坊
の
屋
敷
に

茶
園
一
反
が
あ
っ
た
こ
と
が
天
正
十
三
年
(
一
五
八

五
)
九
月
の
寄
進
状
に
見
み
え
る
。

大
野
郡
で
は
斯
波
氏
(
大
野
氏
)
の
居
城
の
犬
山

城
の
南
麓
に
位
置
す
る
斯
波
持
種
の
菩
提
所
と
い
わ

れ
る
洪
泉
寺
(
洞
雲
寺
末
)
に
地
子
百
文
分
の
茶
園

の
あ
っ
た
こ
と
が
、
弘
治
二
年
(
一
五
五
六
)
二
月

の
寺
領
目
録
に
み
え
る
。
そ
の
茶
園
の
記
載
が
大
門

東
・
大
門
西
の
地
と
並
ん
で
み
え
る
の
で
や
は
り
南

斜
面
の
日
当
り
の
い
い
寺
内
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

佐
藤

中
世
若
越
の
茶
園
と
茶

以
上
の
よ
う
に
中
世
の
越
前
・
若
狭
に
お
い
て
宗

派
や
地
域
を
問
わ
ず
広
く
寺
院
の
茶
園
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
ず
か
の
史
料
で
あ
る
が
う
か
が
え
る
。
そ
の

史
料
の
年
代
は
い
ず
れ
も
十
六
世
紀
後
半
に
当
た
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
の
意
味
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
寺
院

茶
園
が
急
に
増
え
た
と
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
た

ま
た
ま
当
時
権
力
者
に
よ
る
安
堵
な
ど
が
あ
っ
た
か

ら
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
茶
園
自
体
は
前
節
で
み
た

明
通
寺
の
場
合
の
よ
う
に
そ
れ
以
前
か
ら
設
置
さ
れ

て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
通
寺
の
茶
園
を

含
め
て
そ
の
規
模
は
や
や
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
が
、

よ
く
手
入
れ
が
い
き
と
ど
い
て
い
た
も
の
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

=
一
、
大
名
と
茶

大
名
に
と
っ
て
も
茶
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ

っ
た
。
南
北
朝
期
以
来
守
護
と
し
て
越
前
回
を
支
配

し
た
斯
波
氏
は
宇
治
に
朝
日
と
い
う
名
前
の
茶
園
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
大
体
の
位
置
は
宇
治
川

を
は
さ
ん
で
平
等
院
の
反
対
側
の
あ
た
り
と
な
る
。

ま
た
近
江
守
護
京
極
氏
は
祝
・
奥
山
、
但
馬
守
護
山

名
氏
は
字
文
字
と
い
う
名
の
茶
園
を
持
っ
て
い
た
と

伝
承
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
宇
、
治
川
の
西
側

に
位
置
し
て
い
る
。
在
京
す
る
有
力
守
護
た
ち
が
宇

治
に
茶
園
を
確
保
し
て
高
品
質
の
茶
を
得
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

享
徳
三
年
(
一
四
五
四
)
四
月
細
呂
宜
郷
下
方

(
現
金
津
町
北
部
)
の
領
主
興
福
寺
大
乗
院
経
覚
は

年
貢
未
進
を
沙
汰
さ
せ
る
た
め
に
定
使
徳
市
を
越
前

へ
下
し
た
。
そ
の
時
に
経
覚
は
坪
江
郷
惣
社
春
日
社

の
神
宮
護
国
寺
と
在
国
し
た
両
守
護
代
(
府
中
小
守

護
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
)
に
対
し
て
茶
を
贈
っ
て
い

む
そ
の
数
量
は
神
宮
護
国
寺
へ
は
十
袋
、
両
守
護

代
に
は
各
三
十
袋
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
奈
良
や

京
都
で
入
手
し
た
高
級
な
茶
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
在
地
の
寺
院
や
武
士
た
ち
の

高
級
茶
へ
の
要
望
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る。
戦
国
大
名
越
前
朝
倉
氏
も
宇
治
の
堀
家
と
関
係
を

結
ん
で
宇
治
茶
の
供
給
を
確
保
さ
せ
て
い
る
。
左
の

二
通
の
文
書
は
こ
の
こ
と
を
一
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ

ヲ@。A
永
代
売
渡
申
越
前
朝
倉
殿
へ
之
茶
之
売
口
と
い
之

事
、
則
毎
年
為
路
銭
天
和
利
弐
貰
七
百
文
弁
為
御

返
礼
綿
弐
把
、
従
朝
倉
殿
被
下
候
、
然
者
是
迄
同

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

四
十
一
巻
三
号

40 

前
仁
永
代
堀
与
三
兵
衛
方
へ
現
銭
弐
拾
貫
文
仁
売

渡
申
処
也
、
此
茶
之
売
口
之
儀
者
、
御
屋
形
様
御

先
祖
よ
り
我
等
茂
先
祖
相
伝
仁
被
召
上
候
之
隣
、

目
出
度
無
相
違
可
有
御
知
行
者
也
、
則
御
判
之
物

数
通
相
副
進
之
候
、
万
一
於
比
儀
達
乱
之
仁
在
之

者
、
可
被
処
盗
人
之
罪
科
者
也
、
侃
為
後
日
状
如

件、

天
文
拾
七
堂
十
一
月
捨
五
旬
報
酬
町
J
花
押
)

B
永
代
譲
与
越
前
国
御
屋
形
様
江
被
召
上
候
御
茶

之
事
、
則
毎
年
為
路
銭
和
利
弐
貫
七
百
文
弁
綿
弐

把
為
御
返
礼
被
下
候
、
然
者
是
ま
て
同
前
仁
貴
所

へ
譲
申
者
也
、
此
儀
者
御
屋
形
成
肘
御
先
祖
以

御
吉
例
被
仰
付
、
我
等
茂
先
祖
相
伝
仁
無
別
儀
御

調
仕
儀
候
、
其
方
我
等
同
時
之
儀
候
条
、
御
判
之

物
数
通
相
副
譲
与
之
上
者
、
目
出
度
如
前
々
可
被

相
調
者
也
、
伯
如
件
、

:

堀

次

郎

左

衛

門

尉

天
文
捨
七
日
刊
年
十
一
月
吉
日
平
国
(
花
押
)

堀
与
三
兵
衛
尉
殿
参

こ
の
二
通
の
文
書
は
同
じ
こ
と
に
つ
い
て
い
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
徳
政
(
債
務
破
棄
令
)
に
対
処

し
た
売
寄
進
と
同
様
の
手
だ
て
を
と
っ
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
趣
旨
は
A
の
売
券
の
方
に
あ
り
、
徳

政
令
が
適
用
に
な
り
そ
う
に
な
る
と
B
の
譲
状
の
方
末
の
成
立
で
あ
る
が
、
朝
倉
館
の
背
後
の
英
林
塚
の

を
差
し
出
し
て
そ
れ
を
免
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
左
手
の
あ
た
り
に
「
茶
ヱ
ン
L

と
い
う
注
記
が
み
え

こ
う
し
た
一
連
の
売
券
類
を
伝
え
た
堀
家
は
初
期
の
る
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
こ
の
絵
図
の
成
立
時
に
茶

宇
治
茶
園
の
主
要
な
経
営
者
の
ひ
と
り
と
み
な
さ
れ
園
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
も
し
か
し
た
ら
朝

て
い
勺
天
文
十
七
年
(
一
五
四
八
)
十
一
月
堀
平
倉
時
代
に
も
小
さ
な
茶
園
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

国
は
越
前
朝
倉
氏
へ
の
茶
の
売
口
聞
を
銭
二

O
貫
文
い
。

で
永
代
堀
与
三
兵
衛
尉
に
売
却
し
、
判
物
数
通
を
添
次
に
若
狭
で
は
前
述
の
西
福
寺
に
次
の
書
状
が
残

え
て
こ
れ
ら
の
文
書
を
渡
し
た
。
こ
こ
に
み
え
る
御
さ
れ
て
い
恰

屋
形
様
と
は
こ
の
年
の
九
月
に
代
替
の
礼
を
す
ま
し
宇
治
茶
一
斤
・
樽
代
品
川
疋
珍
来
候
、
賞
翫
此
事
候
、

た
ば
か
り
の
朝
倉
義
景
(
延
景
)
の
こ
と
で
あ
る
。
委
細
山
科
新
右
衛
門
尉
可
申
候
、
恐
々
謹
一
言
、

売
口
聞
は
販
売
権
の
こ
と
で
こ
う
し
た
文
書
内
容
か
正
月
廿
六
日
信
豊
(
花
押
)

ら
み
て
朝
倉
氏
に
対
す
る
宇
治
茶
の
独
占
的
な
販
売
西
福
寺

権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
朝
こ
の
文
書
は
若
狭
守
護
武
田
信
豊
の
書
状
で
西
福

倉
氏
は
彼
ら
に
毎
年
路
銭
と
返
礼
の
綿
を
下
賜
し
た
。
寺
か
ら
宇
治
茶
一
斤
・
樽
代
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対

茶
の
代
価
は
当
然
別
に
払
っ
た
の
で
あ
む
す
る
礼
状
で
あ
る
。
信
豊
の
花
押
の
形
状
か
ら
天
文

朝
倉
氏
は
こ
う
し
た
方
法
で
宇
治
茶
を
毎
年
確
保
七
年
(
一
五
三
八
)
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

し
て
い
た
。
こ
れ
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
か
、
る
。
当
時
若
狭
で
も
宇
治
茶
が
流
通
し
て
い
た
こ
と

前
掲
史
料
に
御
屋
形
様
御
先
祖
よ
り
我
等
も
先
祖
相
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
ま
た
三
国
町
の
瀧
谷
寺
で
も

伝
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
義
景
の
父
の
四
代
孝
景
の
そ
の
こ
ろ
朝
倉
氏
の
武
将
の
福
島
吉
増
に
御
茶
を
贈

代
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
っ
て
い
知
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
小
浜
や
三
固
な
ど

前
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
の
湊
に
近
い
大
寺
院
は
茶
を
よ
く
入
手
し
て
い
た
こ

る
い
は
初
代
孝
景
の
時
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
安
波
賀
春
日
神
社
所
蔵
の
一
乗
谷
絵
図
は
幕
さ
ら
に
若
狭
高
浜
の
逸
見
経
貴
が
在
京
中
の
大
成
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寺
伎
首
座
に
宛
て
て
出
し
た
十
六
世
紀
中
ご
ろ
の
書

状
に
は
「
又
ち
ゃ
の
事
承
候
問
、
先
々
古
茶
二
袋
上

申
候
、
新
茶
を
は
た
は
い
申
候
、
乍
去
新
茶
入
候

ハ
、
重
而
上
可
候
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
は
若
狭
か

ら
京
都
に
茶
を
贈
っ
て
お
り
、
在
地
の
茶
の
生
産
も

か
な
り
進
ん
で
き
た
こ
と
が
わ
か
む

お
わ
り
に

以
上
き
わ
め
て
断
片
的
な
史
料
か
ら
で
あ
る
が
、

十
五
、
十
六
世
紀
の
越
前
・
若
狭
の
茶
に
つ
い
て
み

た
。
戦
国
大
名
越
前
朝
倉
氏
の
城
下
町
一
乗
谷
か
ら

は
き
わ
め
て
多
量
の
茶
道
具
の
遺
物
が
出
土
し
、
三

国
湊
に
隣
接
す
る
地
方
寺
院
瀧
谷
寺
に
も
茶
室
・
茶

磨
・
茶
碗
な
ど
そ
の
他
多
く
の
茶
道
具
が
そ
ろ
っ
て

い
た
こ
と
が
文
献
か
ら
う
か
が
え
勺
当
時
の
地
方

社
会
の
武
士
や
寺
院
な
ど
支
配
者
層
に
お
け
る
茶
の

愛
好
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
数
十
年

経
つ
と
若
狭
の
村
々
の
指
出
に
茶
が
あ
ら
わ
れ
、
農

村
の
百
姓
た
ち
が
茶
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
む
そ
れ
は
ま
た
茶
の
生
産
と
需
要
の
さ
ら
な
る

拡
大
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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佐
藤

中
世
若
越
の
茶
園
と
茶

(日
)
A
-
B
文
書
に
み
え
る
寸
被
召
上
」
と
は
「
召
し
あ
げ

ら
る
る
」
と
訓
み
「
尊
敬
す
べ
き
高
貴
の
方
が
物
を
お
買

(1)

「
明
通
寺
文
書
」
『
福
井
県
史
資
料
編
9
中
・
近
世
七
』
い
上
げ
に
な
る
」
(
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
)
と
い
う
意
味

五
九
二
一
i
五
九
五
ペ
ー
ジ
。
一
九
九
O
年

福

井

県

刊

。

で

あ

る

。

(2)

「
西
福
寺
文
書
」
三
月
二
十
七
日
浅
野
次
吉
書
状
。
同
(
ロ
)
前
掲
注

(
2
)

「
西
福
寺
文
童
青
L
同
前
二

O
八
ペ
ー
ジ
。

右

書

二

一

八

ペ

ー

ジ

。

(

日

)

「

瀧

谷

寺

文

書

」

八

月

朔

日

付

福

島

士

口

増

書

状

、

『

福

(
3
)

「
善
妙
寺
文
書
L
『
福
井
県
史
資
料
編
8
中
・
近
世
六
』
井
県
史
』
資
料
編
4
中
・
近
世
二
、
一
二

O
一
ペ
ー
ジ
。
一

二
六
六
i
二
八
五
ペ
ー
ジ
。
一
九
八
九
年
福
井
県
刊
。
九
八
四
年
福
井
県
刊
。

(4)

こ
の
安
養
寺
は
敦
賀
近
在
に
あ
っ
た
寺
だ
と
恩
わ
れ
る
ロ

(M)

「
大
成
寺
文
書
」
七
月
十
一
日
逸
見
経
貴
書
状
『
福
井

『
越
州
軍
記
』
に
は
天
正
元
年
二
五
七
三
)
七
月
朝
倉
県
史
』
資
料
編
9
中
・
近
世
七
、
九
六
八
ペ
ー
ジ
。

義
且
一
民
が
出
障
の
途
中
逗
留
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
(
日
)
拙
稿
「
瀧
谷
寺
校
割
帳
と
一
乗
谷
出
土
遺
物
|
中
世
の

(
5
)

「
越
知
神
社
文
書
」
天
正
十
三
年
九
月
三
日
上
回
甚
右
家
財
道
具
に
つ
い
て
|
L
『
北
陸
に
お
け
る
社
会
構
造
の

衛
門
寄
進
状
『
福
井
県
史
資
料
編
5
中
・
近
世
二
一
』
二
九
史
的
研
究
』
一
九
八
九
年
福
井
大
学
刊
。

七
ペ
ー
ジ
。
一
九
八
五
年
福
井
県
刊
。
(
凶
)
寛
永
十
一
年
(
一
六
三
四
)
の
若
狭
の
気
山
村
と
太
良

(
6
)

「
洞
雲
寺
文
章
閏
し
『
福
井
県
史
資
料
編
7
中
・
近
世
五
』
村
の
指
出
に
は
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
四
斤
、
十
六
斤
六
両
領
主

三
二
八
ペ
ー
ジ
。
一
九
九
二
年
福
井
県
刊
。
に
定
納
き
れ
る
こ
と
が
み
え
る
。
「
宇
波
西
神
社
文
書
」

(7)

『
宇
治
市
史
』

2
中
世
の
歴
史
と
景
観
四
三
七
1
四
二
一
『
福
井
県
史
』
資
料
編
8
中
・
近
世
六
、
七
六
二
ペ
ー
ジ
、

九
ペ
ー
ジ
。
一
九
七
四
年
宇
治
市
役
所
刊
。
「
高
烏
甚
兵
衛
家
文
書
」
同
資
料
編
9
中
・
近
世
七
、
二
一
八

(
8
)

「
細
呂
宜
郷
下
方
引
付
」
『
北
国
庄
国
史
料
』
一
二
三
ベ
九
ペ
ー
ジ
。

ー
ジ
。
一
九
六

O
年
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
。

(9)

「
田
中
忠
三
郎
氏
所
蔵
文
書
」
『
福
井
県
史
資
料
編
2

中
世
』
三
七
七
ペ
ー
ジ
。
一
九
八
六
年
福
井
県
刊
。
現
在

こ
の
文
書
は
佐
倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

(
叩
)
前
掲
『
宇
治
市
史
』

2
四
四
四
ペ
ー
ジ
。

i主

(
さ
と
う

け
い
)
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